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神戸市チームのみなさん



議会だより №48たかはるちょう 2

議会報告会
高原町議会

開催のお知らせ

※時間１９時３０分～２１時

○予算や議会活動などについて報告します。

○町民のみなさんと意見交換を行います。

どうぞお気軽にご参加ください。

第１回

平成２６年８月１日（金）

平成２６年８月４日（月）

平成２６年８月５日（火）

平成２６年８月７日（木）

後川内小学校体育館

広原小学校体育館

狭野小学校体育館

ほほえみ館中研修室

期　日 場　所
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議会だより №483

そこが聞きたい !　問＆答

「法案」は教育の

自由と自主性を侵害

教
育
行
政

○
地
方
教
育
行
政
法
改
正
に

　
つ
い
て

　
　
　
今
、
教
育
委
員
会
の

　
　
　
制
度
が
大
き
く
変
え

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
世

論
調
査
で
も
75
％
の
人
が

「
政
治
家
が
教
育
内
容
を
ゆ

が
め
な
い
歯
止
め
が
必
要
」

と
し
て
い
る
。
今
回
の
法
案

は
国
や
首
長
が
露
骨
に
、
教

育
内
容
に
介
入
す
る
仕
組
み

を
つ
く
る
も
の
で
、
憲
法
に

保
障
さ
れ
た
教
育
の
自
由
と

自
主
性
を
侵
害
す
る
も
の
に

他
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　
　
地
方
に
対
す
る
国
の

　
　
　
関
与
の
見
直
し
を
図

る
た
め
の
改
革
と
理
解
す
る
。

問

問

問

▲教育委員会７月定例会

中
村
　
昇
議
員

一 

般 

質 

問

○
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
に

　
つ
い
て

　
　
　
全
国
で
登
下
校
中
に

　
　
　
交
通
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
故
が
相
次
ぎ
、
本

町
で
も
発
生
し
た
。
交
通
事

故
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
対
策
は
。

　
　
　
毎
年
、
教
職
員
、
Ｐ

　
　
　
Ｔ
Ａ
で
通
学
路
の
安

全
確
認
を
行
い
、
児
童
生
徒

に
交
通
指
導
等
の
交
通
安
全

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

○
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に

　
つ
い
て

　
　
　
こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を

　
　
　
迎
え
る
中
で
、
注
意

力
が
緩
慢
に
な
り
、
交
通
事

故
の
危
険
度
が
増
す
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
当
分
の
間
、
防
災
ヘ

　
　
　
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

継
続
す
る
。

○
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
国
会
で
「
い
じ
め
防

　
　
　
止
対
策
推
進
法
」
が

成
立
し
た
が
、
本
町
の
対
応

は
。

　
　
　
本
町
で
は
「
高
原
町

　
　
　
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
を
策
定
し
、

保
護
者
に
説
明
し
て
い
る
。

○
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い

　
て

　
　
　
保
護
者
や
地
域
住
民

　
　
　
が
一
定
の
権
限
と
責

任
を
持
ち
、
学
校
運
営
に
参

画
す
る
学
校
運
営
協
議
会
へ

の
移
行
の
考
え
は
。

　
　
　
今
後
、
研
究
し
た
い
。

○
学
童
保
育
に
つ
い
て

　
　
　
事
業
計
画
と
条
例
で

　
　
　
定
め
る
基
準
作
り
は
。

　
　
　
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま

　
　
　
え
、
高
原
町
子
ど
も

・
子
育
て
会
議
で
審
議
し
、

策
定
し
た
い
。
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そこが聞きたい !　問＆答

答答

答

答答 答

問問

町民参画と
協働のまちづくり

について

宮
司
　
　
議
員

に
集
落
の
実
態
や
課
題
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
、

そ
の
経
過
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
い
。

　
　
　
現
在
の
区
長
処
務
細

　
　
　
則
は
、
ま
ち
づ
く
り

等
の
自
治
事
務
を
担
っ
て
い

る
区
長
さ
ん
の
役
割
を
考
え

る
と
現
状
に
マ
ッ
チ
し
て
い

な
い
、
区
長
・
班
長
配
置
規

則
を
含
め
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　
　
　
現
状
に
適
わ
な
い
面

　
　
　
も
あ
り
見
直
し
た
い
。

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
の
支
援
や
地
域
づ
く

り
を
目
的
に
し
た
地
区
担
当

職
員
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
現
在
検
討
し
て
お
り
、

　
　
　
職
員
の
意
向
調
査
も

行
っ
て
い
る
。

答 問

問問 問

○
道
の
駅
に
つ
い
て

　
　
　
道
の
駅
は
、
通
行
車

　
　
　
両
や
利
用
客
へ
の
サ

ー
ビ
ス
と
併
せ
地
場
産
品
を

取
り
扱
う
大
型
の
商
業
施
設

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
道
の
駅
建
設
に
向
け
て
用

地
確
保
等
の
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
づ

け
は
。

　
　
　
地
域
の
活
性
化
と
産

　
　
　
業
振
興
の
拠
点
施
設

と
し
た
い
。

　
　
　
建
設
に
あ
た
っ
て
関

　
　
　
係
機
関
、
団
体
等
の

調
整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

又
概
算
の
建
設
費
用
は
ど
の

程
度
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
道
の
駅
基
本
構
想
検

　
　
　
討
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
調
整
し
て
い
き
た

い
。
事
業
費
は
約
６
億
円
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
用
地
の
確
保
が
順
調

　
　
　
に
い
っ
た
場
合
、
完

成
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

　
　
　
３
か
年
程
度
を
考
え

　
　
　
て
い
る
。

　
　
　
完
成
後
に
お
け
る
管

　
　
　
理
運
営
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
現
段
階
で
は
、
道
の

　
　
　
駅
管
理
運
営
委
員
会

を
設
置
し
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
地
方
分
権
改

　
　
　
　
　
　
革
の
ね
ら
い

　
　
　
は
、
国
の
主
導
で
は

　
　
　
な
く
地
方
自
ら
自
己

　
　
　
決
定
と
自
己
責
任
の

　
　
　
も
と
で
、
ま
ち
の
特

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

　
過
疎
の
進
行
と
厳
し
い
財

政
事
情
を
背
景
に
、
今
多
く

の
市
町
村
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
組
織
体
制
を

整
備
し
て
き
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
町
民
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
町
民
会
議

（
仮
称
）
等
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
本
年
度
か
ら
実
施
す

　
　
　
る
国
の
集
落
支
援
員

制
度
を
活
用
し
、
地
区
ご
と

問

▲二葉町3丁目の皆さんが手入れされる花壇
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そこが聞きたい !　問＆答

観光振興
　　の施策は

鹿嶋重明議員

　
　
　
本
町
の
基
幹
産
業
で

　
　
　
あ
る
農
業
は
高
齢
化

の
進
行
や
後
継
者
不
足
、
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
表
明

で
現
状
は
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
。

　
ま
た
、
人
口
も
一
万
人
を

割
り
、
復
活
を
目
指
し
た
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

農
・
商
・
観
の
３
部
門
が
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
観

光
振
興
の
施
策
を
ど
の
よ
う

に
講
じ
て
い
か
れ
る
の
か
。

問

▲御池で釣りを楽しむ人たち

　
　
　
農
事
組
合
法
人
「
は

　
　
　
な
ど
う
」
が
、
国
選

定
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁

村
の
宝
」
を
受
賞
さ
れ
、
着

々
と
６
次
産
業
化
が
進
ん
で

お
り
、
す
ぐ
れ
た
事
例
と
し

て
高
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
高
原
町

「
天
の
さ
か
ほ
こ
」
、
兵
庫

県
高
砂
市
「
石
の
宝
殿
」
、

宮
城
県
塩
釜
市
「
塩
釜
」
と

「
日
本
三
奇
観
光
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
」
の
協
定
を
結
ぶ

こ
と
と
な
り
、
高
原
町
Ｐ
Ｒ

活
動
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
本
町
は
、
多
く
の
観
光
資

源
が
存
在
し
て
い
る
。
近
々

皇
室
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
と

お
会
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
神
武
天
皇
生
誕

の
地
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す

る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
集
落
営
農

を
推
進
し
な
が
ら
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

誘
致
、
食
材
開
発
を
含
め
た

観
光
産
業
の
育
成
、
広
域
連

携
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
の
推
進

等
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
町
長
を
先
頭
に
、
町

　
　
　
民
、
町
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
他
町
村
と
の
競

争
に
打
ち
勝
つ
よ
う
な
話
題

性
の
高
い
観
光
施
策
の
推
進

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
高
千
穂
の
峰
の
一
角
に
ロ

ー
プ
ウ
エ
イ
を
建
設
し
、
観

光
客
の
誘
致
を
図
り
な
が
ら
、

合
わ
せ
て
宿
泊
や
農
産
物
等

の
販
売
に
よ
る
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
観
光
開
発

が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
皇

子
原
公
園
か
ら
高
千
穂
河
原

ま
で
の
道
路
整
備
は
計
画
で

き
な
い
か
。

　
　
　
両
提
案
と
も
確
か
に

　
　
　
話
題
性
は
期
待
で
き

る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
千
穂
の
峰
の
景
観
、
動
植

物
の
生
態
系
を
崩
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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そこが聞きたい !　問＆答

森山　勇議員

問問

問

答答

答

　
　
　
本
町
の
生
産
年
齢
人

　
　
　
口
の
減
少
は
深
刻
、

今
後
の
税
収
面
に
も
大
き
く

影
響
す
る
、
町
長
の
見
解
を
。

　
　
　
生
産
年
齢
人
口
の
減

　
　
　
少
は
、
特
に
市
町
村

民
税
で
の
減
収
が
大
き
い
と

予
想
す
る
。
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
行
財
政
改
革
と
し
て
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
実
施
し
た
。

特
別
職
の
定
数
・
職
員
給
与

等
の
削
減
、
職
員
数
・
民
間

委
託
・
内
部
管
理
経
費
・
投

問答

   有害鳥獣対策
　　     について

人口減少時代の
　 行財政改革は

太
陽
光
発
電
︵
広
原
︶

資
的
経
費
等
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
約
６
億
８
千
万
円
の

経
費
削
減
を
行
っ
た
。

　
特
に
職
員
数
は
、
病
院
も

含
め
て
、
15
年
間
で
54
人
、

率
で
24
・
５
％
の
職
員
を
削

減
し
た
。

　
今
後
と
も
、
人
口
減
少
に

伴
う
行
政
需
要
の
変
化
等
に

対
応
し
て
、
行
政
の
制
度
・

組
織
・
運
用
を
適
切
に
改
め

て
い
く
。

　
　
　
超
長
期
の
歳
入
と
歳

　
　
　
出
を
、
早
い
段
階
で

把
握
し
、
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
将
来
の
人
口
減
少
に

　
　
　
伴
う
自
治
体
予
算
の

あ
り
方
を
常
に
認
識
し
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
性

が
確
保
さ
れ
る
財
政
運
営
に

努
め
る
。

○
観
光
・
地
域
活
性
化
に
つ

　
い
て

　
　
　
本
町
の
自
然
や
景
観

　
　
　
の
絶
景
・
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
な
ど
考
え
、
政
府
の

訪
日
外
国
人
旅
行
者
２
千
万

人
達
成
の
行
動
計
画
案
を
検

討
す
べ
き
、
町
長
の
見
解
を
。

　
　
　
外
国
か
ら
の
誘
致
促

　
　
　
進
を
図
る
上
で
こ
の

政
府
の
行
動
計
画
案
は
注
目

す
べ
き
と
こ
ろ
。

　
　
　
こ
の
素
晴
ら
し
い
自

　
　
　
然
や
景
観
は
次
世
代

に
残
す
た
め
に
も
、
景
観
を

損
な
う
産
業
用
太
陽
光
発
電

の
設
置
は
条
例
を
制
定
、
設

置
抑
制
を
す
べ
き
、
町
長
の

見
解
を
。

　
　
　
今
、
景
観
条
例
を
農

　
　
　
村
建
設
課
で
検
討
中
、

地
域
の
景
観
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
無
い
よ
う
、
守
ら
れ

て
き
た
美
し
い
景
観
を
次
世

代
に
送
り
つ
な
げ
る
た
め
に

も
警
鐘
・
注
視
し
な
が
ら
条

例
制
定
の
た
め
の
調
査
・
研

究
を
し
て
い
く
。
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６月
定例会

　平成２６年６月定例会は６月１２日から１７日までの６日間の会期で開か

れました。今回の定例会は一般会計補正予算、報告３件、条例改正２件、農

業委員会委員の推薦、その他１件で原案通り可決されました。また、継続審

査となっていた陳情１件は趣旨採択となりました。請願１件の「手話言語法

制定を求める意見書の提出についての請願」は意見書と合わせて採択されま

した。

国民健康保険税条例改正・・・可決

○ 今回の改正で平均４.８％の引き上げ。

○ 平成２６年度の保険税（概算）

　 １人あたり税額　医療分　　　　　　　　６１,  ６３５円（前年比　+１,  ２６７円）

　 　　　　　　　　後期高齢者支援金分　　１８,  ６４８円（　同　　+１,  ９８６円）

　　　　　　　　　 介護納付金　　　　　　２２,  ９５５円（　同　　+１,  ４４６円）

○ 本町の医療費は、昨年度１人あたり、推計３８万９,  ５００円で一昨年度より１２,  

　 ５００円程度増加しており、県内でも高い医療費となっている。

平成26年度一般会計補正予算（第３号）・・・可決

歳入歳出　７９,６５万６千円（追加）

総　　額　５４億９,９６３万９千円

【主なもの】
*地域交通機関運行維持対策事業費

*未来へつなげよう！持続可能な集落づくり支援事業費

（地元との話し合い経費）

*特産品贈呈事業経費　　　　　５００万円　　　ふるさと振興基金　　　　　５００万円

*電子計算管理費

（平成２９年１月より番号制度導入

　に係る総合行政システム事業）

*臨時福祉給付金給付事業　（対象者　３,５００人）

*子育て世帯臨時特例給付金給付事業　（対象　１,２００人）

*農業委員会機構集積支援事業

*新燃岳噴火災害復興基金事業

（町制８０周年記念事業１１月「同胞」映画

　上映、倍賞千恵子ミニコンサート）

*道路維持費

　（西麓・蒲牟田線延長増によるもの）

*小学校管理費

（広原小学校特別支援教育支援員経費、後川内小電話機更新経費）

１７９万３千円

　　１７４万円

３２７万８千円

４,  ４００万円

１,  ２００万円

３９２万３千円

　　２２７万円

１５９万１千円

３０９万４千円
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　前号で議会基本条例の制定及びその経緯を報告しましたが、町民のみなさんに議会

のことをよりよく分かっていただくために、今回の「議会だより」から４回にわたり、

議会基本条例を前文から附則までを掲載します。

前　文

　高原町議会（以下「議会」という。）は、二元代表制の実効性を高め、議会及び議員の責務を

常に自覚し、最良の意思決定を行うことにより、地方自治の本旨の実現を使命として活動するも

のである。

　議会は、その権能を発揮し、町民の代表機関として、町民の活発な地域活動を尊重し、町の発

展と町民福祉の向上のためにその使命を果たすべく、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以

下「法」という。）が定める規定を遵守し、積極的な情報公開、政策活動への町民参加の推進、

町長等行政機関との持続的な緊張関係の保持、議員の自己研さんと資質の向上、公正性と透明性

の確保について、この条例に独自の議会運営ルールを策定し、町民と歩む協働型議会を目指しこ

の条例を制定する。

【解　説】
　　地方分権の進展に伴い、議会は新たな時代を切り開く必要に迫られている。
　　事務の大半を国や県の指示に従って決定すると言う時代は終わり、自治体が自ら考え決定し、責任を
　負う地方分権の時代が加速してきている。
　　このため、議会は二元代表制の一翼を担う合議制の機関としての議会の役割に加え、議会の積極的な
　情報公開とともに住民参加型の議会活動が強く求められてきている。
　　議会は、これらの時代の背景を踏まえ、町の発展と町民福祉の向上のために、その使命を果たすべく
　ここに高原町議会及び議員活動の根幹となる高原町議会基本条例を制定する。

第１章　総　則

　（目　的）

　第１条　この条例は、議会及び議員の活動の活性化と充実のために必要な議会運営の基本的事

　　　　　項を定めることにより、町民参加を基本とする開かれた議会を実現し、高原町の豊か

　　　　　なまちづくりに貢献することを目的とする。

【解　説】
　　執行機関「町長等」と議会との運営目的は豊かなまちづくりの実現にある。
　　議会運営の基本的事項とは、町民に身近に信頼され、地方自治の本旨である町民とともに活動する議
　会を目指していくことを規定。

第２章　議会・議員の使命と政治論理

　（議会・議員の使命）

　第２条　議会・議員は、分権と自治の時代にふさわしい地方政府として求められる役割機能を

　　　　　十分に果たし、二元代表民主制の充実と町民自治の観点から、政策をめぐる立案・決

　　　　　定・執行・評価（監視）における論点・争点を明確にし、真の地方自治の実現を図る

　　　　　ことを使命とする。

【解　説】
　　自治体に求められている「地方政府」を構築する重要な観点は、二元代表制の充実である。
　　独任制として執行権をを持つ町長に対し、合議制としての議会議員の役割は地方自治法の制度として
　理解されにくく、必ずしもその使命を十分に果たしてきたとは言えないことから、議会及び議員が政策
　に関わる基本的な事項と、その使命を明確に規定。

議会基本条例  ①議会基本条例  ①
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　（議員の政治倫理）

　第３条　議員は、町民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚し、自己の地位に基づく影響

　　　　　力を不正に行使することによって、町民の疑惑を招くことのないよう行動しなければ

　　　　　ならない。

第３章　議会・議員の活動原則

　（議会の活動原則）

　第４条　議会は、町民主権を基礎とする町民の代表機関であることを常に自覚し、公正性、透

　　　　　明性、信頼性を重んじた町民に開かれた議会及び町民参加を不断に推進する議会を目

　　　　　指して活動するものとする。

　　　２　正副議長の職を志願する者は、本会議において所信を表明することができる。

　　　３　議会は、議会が、議員、町長、町民等の交流と自由な討論の広場であるとの認識に立

　　　　　って、その実現のために、この条例に規定するもののほか、この条例をふまえて別に

　　　　　定める高原町議会会議規則（昭和６２年高原町議会規則第１号）の内容を継続的に見

　　　　　直すものとする。

　　　４　議長は、別に定める高原町議会傍聴規則（昭和６１年高原町議会規則第１号）に定め

　　　　　る町民の傍聴に関し、傍聴者の求めに応じて議案の審議に用いる資料等を提供するな

　　　　　ど、町民の傍聴の意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　　５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　　　　　開の時刻を傍聴者に説明するよう努めるものとする。

【解　説】
　　①　議会が町民の代表であることを自覚し、常に町民に開かれた議会を推進することを規定。
　　②　議長・副議長の職を志願する者に、今後の議会活動等についての所信表明の機会を与えることを
　　　規定。（投票は、志願する者に限定するものではない。）
　　③　議会が言論の府であり、自由な討議の場であるとの認識に立ち、会議規則を継続的に見直すこと
　　　を規定。
　　④　傍聴者に議案資料等を提供し情報の共有を図るなど、町民の傍聴意欲を高める措置を講じること
　　　を規定。
　　⑤　会議は定刻に開催し、休憩する場合には理由や再開時刻を傍聴者に説明するなど、規律ある議会
　　　運営をするよう規定。

【解　説】
　　議員の活動は多様であり、政治倫理の判断は単純でないものの、議員の地位を悪用した不正な口利き
　などをしないことを規定。

　（議員の活動原則）

　第５条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを十分に認識し、議

　　　　　員相互間の自由な討議の推進を重んじなければならない。

　　　２　議員は、町政の課題全般について、課題別及び地域別等の町民の意見を的確に把握す

　　　　　るとともに、自己の能力を高める不断の研さんによって、町民の信託にこたえる活動

　　　　　をするものとする。

　　　３　議員は、個別的な事案の解決だけでなく、町民全体の福祉の向上を目指して活動しな

　　　　　ければならない。

【解　説】
　　①　議会制度において最も重要な要素であり、多様な住民の意思を反映し、政策水準を高めるための
　　　議員相互間の自由討議を推進することを規定。
　　②　町政の課題について、町民の意見を把握し、資質向上に努め、町民に選ばれた議員としてふさわ
　　　しい活動をすることを規定。
　　③　個別な事案の対応だけでなく、町政を総合的にとらえた活動をすることを規定。
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第２回臨時会　５月１９日

○平成２６年度高原町土地開発公社予算について（報告）

　公有用地　教育文化ゾーン計画地（総合運動公園用地）

　面積９,６６０㎡　金額７９,３７６千円で売却

○（専決処分）国民健康保険税条例の一部を改正する条例・・・・・・・・・・・・承認

　　後期高齢者支援金等課税額は合算額が１６万円を超える場合においては、１６万円とする

　（改正前は１４万円）。介護納付金課税額は合算額が１４万円を超える場合は１４万円とす

　る（改正前は１２万円）。（徴収の方法）として普通徴収は、「原則として口座振替による

　ものとする」の文言を追加する。国民健康保険税の減額では２割軽減が総所得金額の合計が

　３３万円に被保険者など１人につきに改正。５割軽減が総所得金額の合計が、３３万円に被

　保険者など１人につき４５万円（改正前３５万円）に改正。

○（専決処分）平成２５年度高原町一般会計補正予算（第７号）・・・・・・・・・承認

　　歳入歳出それぞれ２０２,６９９千円を追加し、総額が５,４６９,６０１千円。

　歳入は、地方交付税、２０６,１９５千円、寄付金３１７千円を追加補正、繰入金３,８１３千

　円の減額補正。歳出は、総務管理費の財政調整基金積立金、１９２,７７７千円、ふるさと振

　興事業費積立金２７７千円、企画費の１万人の笑顔あふれる復活創造事業２,６５０千円の減

　額、民生費の保育所運営費補助金４２０千円、諸支出金の基金費積立１３,０３８千円等。

○（専決処分）平成２５年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）・・・承認

　　歳入歳出それぞれ１３,４０６千円を追加し、総額を１,６９６,６４１千円。

　歳入は共同事業交付金１３,４０６千円追加補正、歳出は、保険給付費の一般被保険者療養給

　付費　負担金１３,４０６千円。

○（専決処分）平成２６年度高原町一般会計補正予算（第１号）・・・・・・・・・承認

　　歳入歳出それぞれ６,６３２千円を追加し、総額を５,４０８,６３２千円。

　歳入は消費税導入に伴い民生費国庫補助金（事務費）６,６３２千円、を追加補正。歳出は臨

　時福祉給付金給付事業４,６１５千円、子育て世帯臨時特例給付金給付事業２,０１７千円。

○平成２６年度高原町一般会計補正予算（第２号）・・・・・・・・・・・・・・・可決

　　歳入歳出それぞれ１１,３５１千円を追加し、総額を５,４１９,９８３千円。

　歳入は県補助金、学校教育費補助金（スクールアシスタント配置補助金）１９０千円、繰入

　金１１,１６１千円。歳出は地域活性化事業委

　託料６,３９６千円、観光費（御池キャンプ村、

　皇子原公園、高原駅の修繕料等）１,３８２千

　円、教育総務費３８２千円、小学校費（床・

　壁修繕料）１,０９２千円、中学校費（床の修

　繕費）６７８千円、保健体育総務費（体育館

　床修繕料）１,４２１千円。 旧高原中体育館
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平成２６年　第２回臨時会議議決結果（内容）

　平成２６年５月１９日　月曜日

議 案 番 号

議
決
結
果

件　　　　　名

①
鹿
嶋
重
明

②
森
山
　
勇

③
中
村
　
昇

④
清
水
公
雄

⑥
松
元
茂
春

⑧
温
谷
文
雄

⑨
入
佐
廣
登

⑩
前
原
淳
一

⑤
北
迫
　
泉

⑦
宮
司

報告

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

− − − − − − − − − −平成２６年度高原町土地開発公社予算について報告第１号

承認専決処分について（平成２５年度高原町一般会計補正予算（第７号））承認第２号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −承認専決処分について（平成２５年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第３号））承認第３号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −承認専決処分について（平成２６年度高原町一般会計補正予算（第１号））承認第４号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決平成２６年度高原町一般会計補正予算（第２号）議案第38号

専決処分について（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）承認第１号

平成２６年　第３回定例会議議決内容

　平成２６年６月１２日　木曜日

議 案 番 号

議
決
結
果

件　　　　　名

①
鹿
嶋
重
明

②
森
山
　
勇

③
中
村
　
昇

④
清
水
公
雄

⑥
松
元
茂
春

⑧
温
谷
文
雄

⑨
入
佐
廣
登

⑩
前
原
淳
一

⑤
北
迫
　
泉

⑦
宮
司

報告

報告

− − − − − − − − − −

− − − − − − − − − −

− − − − − − − − − −

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について報告第２号

報告平成２５年度高原町一般会計補正予算繰越明許費繰越計算書について報告第４号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決分担金を徴収すべき事業について議案第41号

平成２５年度高原町土地開発公社事業報告及び決算報告について報告第３号

　平成２６年６月１７日　火曜日

議 案 番 号

議
決
結
果

件　　　　　名

①
鹿
嶋
重
明

②
森
山
　
勇

③
中
村
　
昇

④
清
水
公
雄

⑥
松
元
茂
春

⑧
温
谷
文
雄

⑨
入
佐
廣
登

⑩
前
原
淳
一

⑤
北
迫
　
泉

⑦
宮
司

推薦

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

高原町農業委員会委員の推薦

可決国民健康保険税条例の一部を改正する条例議案第40号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

採択

可決

趣旨
採択

平成２６年度高原町一般会計補正予算（第３号）議案第42号

高原町税条例の一部を改正する条例議案第39号

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

陳情第１号

請願第１号

発議第５号

要支援者への予防給付を市町村事業とすることについての意見書提出に関する陳情書

手話言語法制定を求める意見書の提出についての請願

「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書（案）
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総務経済常任委員会所管事務調査

　平成２６年５月１３日、総務経済常任委員会は高原町

の観光施策について御池及び皇子原公園の施設の状況調

査と観光客誘致対策等１１項目にわたる調査を観光協会、

まちづくり推進課、教育委員会との意見交換会を実施し

ました。

文教厚生常任委員会所管事務調査

　文教厚生常任委員会では、県外で行った行政調査と町内における所管事務調査の結果

について、５月１日、教育長や関係課長などに出席をお願いし、報告会を行いました。

　行政調査については、長野県飯島町と木曽町の健康づくりの先進的な事例について、

　　　　　　　　　　　　　　　　所管事務調査については、町内各小中学校（高小、

　　　　　　　　　　　　　　　　後小を除く）の授業を参観後、先生との意見交換や

　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＴＡ役員との懇談会の中で意見や要望、話題とな

　　　　　　　　　　　　　　　　った内容と調査の中で子ども達が元気に先生と向き

　　　　　　　　　　　　　　　　合って勉強している様子を見たり、先生やＰＴＡ役

　　　　　　　　　　　　　　　　員の方の子供や学校に対する熱い思いを感じながら、

　　　　　　　　　　　　　　　　委員会として受け止めた事項について報告を行いま

　　　　　　　　　　　　　　　　した。

施  設  名

コテージ ３,８８７ ３,３９６ −４９１

食　　堂 １,７６３ １,７４３ −２０

釣り場、交通公園
テニスコート等

１３,１８９ １４,８７４ ＋１,６８５

平成２４年度 平成２５年度 比　較

高床式バンガロー
・テント等

御池キャンプ村（単位：人）

○高原町スポーツ・文化活動団体等誘致推進事業集客対応（合宿誘致事業）

　平成２４年度で１７団体１,２０４人、平成２５年度で３５団体２,７７３人が利用、

前年度より１８団体１,５６９人の増となっています。

（感　想）

　両施設とも、至る所に破損や汚損箇所が見られる。今後、施設利用者の安全確保を

図るためにも、調査を行い早急な対策を講じる必要があると思われます。

○各施設の利用状況

施  設  名

コテージ １,５８８ １,４８１ −１０７

１,２４１ ９６９ −２７２

平成２４年度 平成２５年度 比　較

皇子原公園（単位：人）

▲先生との意見交換

▲皇子原公園コテージ
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次の定例会は９月３日（水）の開会の予定です。
どうぞお気軽に傍聴へおいでください。

議 会 の 動 き

子牛品評会に  高原町議会賞  創設
　子牛品評会は高原町における家畜改良と畜産経営の発展を目的に、毎年

１０回開催されています。連続日本一を勝ち取った宮崎県畜産の基礎を築

いてもらい、「畜産のまちたかはる」をより一層確立していただき、高原

町議会として全面的にバックアップするために、今回「高原町議会賞」を

創設したものです。

　第１回目は「じぇじぇじぇ号」の生産者、入佐久男さんが「高原町議会

賞」を受賞され、前原議長より議会賞の盾が贈られました。

７月１０日

　　１２日

　　１３日

　　２４日

　　２７日

８月　１日

　　　４日

　　　５日

　　　７日

　　　８日

森林・林業活性化議員連盟連絡会議研修会（宮崎市）

青少年健全育成町民大会

消防団夏季点検

西諸広域行政事務組合議会

宮崎県消防協会西諸支部消防操法大会（高原町）

議会報告会（後川内小学校体育館）

　　〃　   （広原小学校体育館）

　　〃　   （狭野小学校体育館）

　　〃　   （ほほえみ館中研修室）

小林高原衛生事業組合議会

霧島美化センター事務組合議会
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シリーズ⑤

農
業
に
喜
び
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

作
物
が
で
き
、食
べ
て
も
ら
っ
て  「
お
い
し
い
」  

と

言
っ
て
も
ら
っ
た
時
で
す
。

★久保田恭平さん（31歳）

【北狭野区】

久保田芳人さん方

稲作、園芸野菜（きゅうり・

加工用人参・ほうれんそう・

甘藷（焼酎用））

・規模拡大しながら、収

量を多く、品質のいいも

のを作っていきたい。

恭平さんの目指す目標

★久保宮修一さん（34歳）

【上広原区】

重信喜一郎さん方

園芸野菜（キャベツ・人参・

ごぼう・里芋・甘藷（焼酎用））

修一さんの目指す目標
・消費者の望むような作

物を計画的につくれる安

定した農業

写真右より恭平さん（本人）、光子さん（母）

QA

農
業
に
喜
び
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

収
量
が
目
標
を
超
え
て
収
穫
で
き
た
と
き
で
す
。

QA

写真右より、むつみさん（妻）、喜一郎さん（義父）、未悠ちゃん（長女）
　　　　　 修一さん（本人）、律子さん（義母）、瑞貴ちゃん（長男）

﹁
春
耕
の
赤
き
ト
ラ
ク
タ
ー

 
 

蛇
行
し
て
農
継
ぐ
娘
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初
舞
台
で
す
﹂

　

こ
れ
は
宮
日
新
聞
の
文
芸

欄
に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
で
す
。

父
親
と
し
て
、
ま
た
農
業
の

先
輩
と
し
て
、
あ
た
た
か
い

ま
な
ざ
し
で
見
守
っ
て
い
る

姿
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
や
農
政

改
革
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
で
紹
介
し

て
い
る
よ
う
な
若
い
担
い
手

の
み
な
さ
ん
が
夢
と
希
望
を

も
っ
て
農
業
を
営
ん
で
い
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
政
治

の
重
い
責
任
で
す
。

　
　
　
　

      

中 

村　

  

昇

追
記

　
前
号
の
担
い
手
紹
介
の
写

真
で
永
住
　
公
さ
ん
の
子
ど

も
さ
ん
の
朔
大
︵
さ
く
と
︶

ち
ゃ
ん
の
名
前
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
。お
詫
び
致
し
ま
す
。
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